
    

松
愛
会
が
関
西
電
力
の
環
境

家
計
簿
方
式
を
採
用
さ
れ
て
本

年
で
３
年
目
を
迎
え
ま
す
。
京

都
支
部
と
し
て
も
関
西
電
力
方

式
で
の
環
境
家
計
簿
の
取
り
組

み
を
本
年
も
継
続
し
て
ま
い
り

た
く
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
ご

使
用
の
方
に
限
定
さ
れ
ま
す
が
、

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 

 

【
関
西
電
力
方
式
環
境
家
計
簿

と
は
】 

① 

関
西
電
力
が
運
営
す
る
環

境
家
計
簿
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
ご
使
用
の
方
は
関
西
電
力

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ど
な
た

で
も
参
加
で
き
ま
す
。
ま
た
、

関
西
地
域
以
外
の
方
も
参
加
で

き
ま
す
。 

Ｕ
Ｒ
Ｌ 

http://www.kepco. 
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ク
リ
ッ
ク
し
、
関
西
電
力
環
境

家
計
簿
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
画
面

の
右
下
か
ら
入
る
。 

② 

関
西
電
力
の
環
境
家
計
簿

を
活
用
す
る
と
、
電
気
や
ガ

ス
・
水
道
な
ど
の
使
用
量
を
入

力
す
る
だ
け
で
、
ご
家
庭
の
Ｃ

Ｏ
２
排
出
量
を
「
見
え
る
化
」

で
き
ま
す
。
Ｃ
Ｏ
２
に
換
算
さ

れ
ま
す
の
で
、
継
続
し
て
利
用 

     

京
都
・
学
ぶ
会
の
第
14
回

例
会
は
、
７
月
29
日
（
月
）

に
ラ
ボ
ー
ル
京
都
で
「
京
の
町

並
み
と
通
り
唄
」
と
題
し
、
京

都
支
部
会
員
の
冨
嶋
茂
樹
さ
ん

に
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
当
日
は
雨
模
様
で
し
た
が
、

56
名
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。 

 

ま
ず
、
西
脇
幹
事
の
諸
連
絡

の
後
に
藤
川
会
長
か
ら
講
師
の

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
の
紹
介
が
あ
り
、

講
演
会
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

 

冨
嶋
さ
ん
は
京
都
生
ま
れ
の

京
都
育
ち
、
京
都
で
学
ば
れ
た

生
粋
の
京
都
人
で
、
京
都
を
こ

よ
な
く
愛
し
て
お
ら
れ
ま
す
。 

   

さ
れ
る
と
ご
家
庭
で
の
変
化
が

わ
か
り
ま
す
。 

 

③ 

松
愛
会
は
関
西
電
力
へ
団

体
登
録
し
て
い
ま
す
。
個
人
で

登
録
時
に
松
愛
会
本
部
の
団
体

コ
ー
ド
を
イ
ン
プ
ッ
ト
し
て
団

体
参
加
で
登
録
す
る
と
、
松
愛

会
と
し
て
全
体
の
動
向
把
握
が

で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
個
人
情

報
は
開
示
さ
れ
ま
せ
ん
。 

    
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
で
は
主
に
テ
レ

ビ
関
係
の
開
発
を
担
当
さ
れ
、

退
職
後
は
同
志
社
大
学
で
も
教

鞭
を
と
ら
れ
ま
し
た
。
講
演
は

ユ
ー
モ
ア
を
交
え
、
京
都
の
歴

史
を
熱
く
語
ら
れ
ま
し
た
。 

 

講
演
に
先
立
ち
、
京
都
の
出

来
事
を
平
安
京
以
前
か
ら
始
ま

っ
て
、
平
安
時
代
、
戦
国
時
代
、

安
土
桃
山
時
代
、
江
戸
時
代
、

明
治
時
代
、
終
戦
に
至
る
ま
で

の
大
変
詳
し
い
年
表
が
全
員
に

配
布
さ
れ
ま
し
た
。
京
都
の
出

来
事
を
振
り
返
る
の
に
大
い
に

参
考
に
な
り
ま
す
。 

 

講
演
内
容
は
、
ま
ず
平
安
京
、 

※  

松
愛
会
本
部
の
団
体
コ
ー

ド
は
、
松
愛
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
会
員
ペ
ー
ジ
に
掲
載
予
定
の

記
入
の
手
引
き
を
参
照
く
だ
さ

い
。
た
だ
し
、
松
愛
会
会
員
以

外
の
方
に
は
非
公
開
で
す
。 

（
注
）
松
愛
会
本
部
の
団
体
コ

ー
ド
は
Ｃ
０
０
０
７
（
半
角
）

で
す
が
、
京
都
支
部
会
員
の
皆

様
は
京
都
支
部
会
員
の
団
体
コ

ー
ド
Ｃ
０
０
０
８(

半
角)

を
ご

入
力
く
だ
さ
い
。 

④ 

登
録
は
個
人
単
独
で
も
登 

    

秀
吉
の
時
代
、
そ
し
て
明
治
の

近
世
の
京
都
の
歴
史
に
つ
い
て

重
点
的
に
語
ら
れ
ま
し
た
。
平

安
京
の
時
代
は
、
７
９
４
年
に

長
岡
京
か
ら
平
安
京
（
た
い
ら

の
み
や
こ
）
へ
遷
都
し
た
と
こ

ろ
か
ら
京
都
の
歴
史
は
始
ま
り

ま
す
。
中
央
に
朱
雀
大
路
を
配

し
、
東
西
数
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に

も
及
ぶ
都
が
造
営
さ
れ
ま
し
た
。 

 

16
世
紀
末
の
安
土
桃
山
時

代
に
は
、
秀
吉
が
方
広
寺
の
大

仏
殿
の
建
設
に
乗
り
出
す
と
と

も
に
、
橋
の
整
備
に
も
注
力
し

ま
し
た
。
五
条
松
原
橋
を
移
設

し
て
五
条
大
橋
を
建
造
。
こ
れ 

録
で
き
ま
す
。 

⑤ 

登
録
は
個
人
名
の
代
わ
り

に
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
で
も
可
能
で

す
。 

 

 

◆
一
般
的
な
登
録
方
法
・
操

作
方
法
は
、
関
西
電
力
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
確
認
で
き
ま
す
が
、

松
愛
会
と
し
て
ま
と
め
た
「
環

境
家
計
簿
（
関
西
電
力
方
式
／

Ｐ
Ｃ
使
用
）
記
入
の
手
引
き
」

は
松
愛
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。 

  

 

に
伴
い
、
五
条
松
原
は
松
原
通

り
と
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
三
条
大
橋
も
整
備
し
、

車
馬
が
通
れ
る
よ
う
に
し
ま
し

た
。
ま
た
、
秀
吉
は
外
周
に
御

土
居
（
土
塁
と
堀
）
を
構
築
し
、

上
京
と
下
京
を
囲
い
込
み
、
洛

中
と
洛
外
を
明
確
化
し
た
こ
と

で
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

江
戸
時
代
に
は
遊
郭
が
六
条

三
筋
町
か
ら
移
転
。
嶋
原
の
起

源
で
す
。
伏
見
城
は
、
か
つ
て

三
つ
あ
り
ま
し
た
。
一
つ
目
は

京
阪
宇
治
の
観
月
橋
の
あ
た
り
、

二
つ
目
は
桃
山
口
、
そ
し
て
三

つ
目
は
現
在
の
地
に
家
康
が
建

て
ま
し
た
。 

 

近
世
に
入
り
、
東
京
遷
都
に

よ
る
京
都
衰
退
の
危
機
感
か
ら

近
代
化
へ
の
脱
皮
が
急
ピ
ッ
チ

で
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
琵
琶
湖

疏
水
の
開
削
、
日
本
で
初
め
て

の
市
街
電
車
の
建
設
、
基
幹
道

路
の
拡
幅
、
延
長
等
が
精
力
的

に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
市
電
発

祥
の
碑
は
京
都
駅
と
伏
見
に
あ

り
ま
す
。 

 

ま
た
、
日
本
で
最
初
の
博
覧

会
も
京
都
で
開
催
さ
れ
、
平
安

神
宮
は
パ
ビ
リ
オ
ン
と
し
て
建

て
ら
れ
た
も
の
で
、
予
算
の
関

係
で
応
天
門
の
８
分
の
５
の
サ

イ
ズ
に
模
し
た
も
の
で
す
。
博

覧
会
の
出
し
物
と
し
て
、
３
世

井
上
八
千
代
さ
ん
が
花
街
を
結

束
し
て
「
都
を
ど
り
」
が
始
ま

り
ま
し
た
。
そ
の
他
、
チ
ン
チ

ン
電
車
の
い
わ
れ
や
京
電
（
京

都
電
気
鉄
道
）
と
市
電
の
関
係

な
ど
も
興
味
を
引
く
内
容
で
、

京
都
の
身
近
な
歴
史
を
興
味
深 

（
３
ペ
ー
ジ
上
段
に
続
く
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

京  都  支  部  だ  よ  り 2013年 10月 1日 （２） 
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講演をする冨嶋 茂樹さん 


